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編　集　後　記編　集　後　記
◇ 今年の夏と言えば、開催が危ぶまれていたオリンピック・パラリンピックが無事開催され、アスリートの方々の激闘、笑顔や涙に

感動した競技が沢山ありました。中でも自分の中で勝手に親近感を感じている卓球の平野美宇選手には、前回のリオ大会では代
表落ちし、控えとして裏方を強いられ、そんな苦悩をバネに、今回の活躍があったこともあり、卓球女子団体の試合に、大きな感動
と刺激を受けました。そんな私は、4月より業務部と技術部の併任となり、業務の幅が広がりました。仕事の方で息切れしないよ
う、平野選手を見習って、心・技・体に磨きをかけて頑張りたいと思っております。会員企業の皆様、引き続きよろしくお願いしま
す！（金子）

◇ 引っ越しに合わせ持っていた本を全て処分し、お気に入りの本は電子書籍で買い直し、部屋の捨離とIT化を進めました。結果、新
居はスッキリしましたが、読書のペースはぐっと落ちました。タブレットでは「あと半分！」など手で持って感じるワクワク感が
ないから？それとも時代についていけなくなった証拠でしょうか・・・この最終ページ「編集後記」まで目を通されている方は、
きっと「紙の読み物好き」同士に違いない、と勝手に親近感を感じています。（中西昌）

◇ 学生時代、とある公益財団法人で学生ボランティアを務め、世界各国から来る留学生と日本の学生との国際交流促進プログラム
の企画運営に携わっていたことがあります。総勢100人規模で3泊4日という短い期間の中、いかに各国の文化を学び、理解し合
い、協調性を育むことができるのかを探求しました。今もなお、その時に苦楽を共にしたスタッフや留学生とも、近況報告をフェ
イスブックなどのSNSを通じて行ってます。 
　さて、コロナ禍の影響を受け、募集開始を延期しておりました技術者交流会事業についてですが、本年度から「次世代海洋エンジ
ニア会」として本格始動を行いました。参加者募集の段階から、多数の会員各社からの応募をいただきましたこと、改めまして感謝
申し上げます。これまでの経験をフル活用し、参加者皆さんにとって記憶に残るような、有意義な交流会となるよう努めて参りま
す。適宜、本紙にも交流会参加者の声を掲載できればと思っていますので、ぜひお楽しみに！（三田村）

◇ コロナワクチン接種が始まった頃、ワクチンを無駄にしないよう、注射器内の残液押出し新構造（ローデッドタイプにて接種回数
を増加）のニュースが流れていた事がありましたが、舶用エンジンでは古くから取り入れられている技術（性能改善や環境対策か
ら燃料噴射弁をスライド型燃料弁に変更してアトマイザ内の燃料液溜りを無くして後垂れを防止）と同様の内部構造と理解して
います。このような舶用機器で採用されている繊細な技術紹介も本「舶」にて出来ないかな？と考えている事務局です。（芳賀）
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